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100 点上げることを目標に 100〜300 時間の自律
学修を行う指導を実施するものである。教育指標
は TOEIC のスコアと TOEIC 関連の学習時間、自
律的な学修空間として月〜金の 9〜10 校時(16 時






















習で TOEIC スコア 100 点の上昇が見られること
がわかった。この結果は他大学のいくつかのあま
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共有してもらうために 1 人の学生につき 1 ヶ月に


































































ていないが、26 年度の TOEIC サバイバルと同様、
100 時間で 100 点のスコア上昇（ただし誤差はプ




5. 現在の みずから学ぶ（平成 28 年度前期・後期） 
 平成 28 年度での改善ポイントは(1)より多数の
受講者数への対応、(2)学修日誌内記述の詳細化、
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成 28 年度は 130 名まで受け入れることができる
ようになり、学生主体型授業としては非常にクラ
スサイズの大きなものとなっている。 
(2)については、図のように学修日誌を方眼紙状
のカレンダーとしてこの授業の目標課題に対する
学修時間、その他の授業のための学習時間、アル
バイトその他の活動時間を記録してもらうことと
した。これにより学修の傾向や開始時間、継続時
間、繰り返しなどさまざまな活動状況が一目で見
られるようになり、教員・学生とも振り返りが非
常にしやすくなった。 
(3)については、(2)と同時に改良し、学生に学修
だけでなくさまざまな活動を記載して学修ができ
なかった「いいわけ」として提示するよう指示し
た。これにより学生の日常生活のうち、大きな割
合を占めているアルバイトやサークル活動なども
把握できるようになった。 
成績評価としては TOEIC スコアの向上は同様
であるが、他の授業の学修時間をも把握すること
により週あたりの授業外学修時間が 15~20時間で
あることがわかった。また受講生との話から、先
輩から TOEIC の成績を上げたければこの授業を
受けるようにという形で推薦されたという学生が
複数いた。マーケティングにおいても商品やサー
ビスの評価を最も代表する質問として「その商品
（サービス）を他の人に勧めますか」という設問・
因子でほぼ説明がつくという調査があるが、平成
27 年度の受講生が「みずから学ぶ」での自主的な
学修について高く評価し効果を実感してくれてい
たという点はとても勇気付けられる。 
 
6. 今後の展望 
「みずから学ぶ」は学生主体型授業における指
標の客観化、学生の自律的な学修、という 2 点の
目標に対して一定の成果が得られたと考える。こ
の成果と手法をさらに簡略化し、基盤教育で実施
されている必修科目に組み込んでいくことにより、
大学 1 年次向け教育のあるべき姿を追求していき
たいと考えている。 
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